
Title 近代における源氏絵の考察
Sub Title A study of modern Genji pictures
Author 明田川, 綾乃(Aketagawa, Ayano)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 2017

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.113, No.1 (2017. 12) ,p.93- 109 
JaLC DOI
Abstract
Notes 田坂憲二教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-01130001-

0093

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


─ 93─

近
代
に
お
け
る
源
氏
絵
の
考
察

明
田
川
　
綾
乃

は
じ
め
に

　
『
源
氏
物
語
』
を
絵
画
に
し
た
作
品
に
は
、
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
や
土
佐
派
の
源
氏
絵
、
近
世
の
版
本
の
挿
絵
の
ほ
か
、
近
代
で
は
与
謝

野
源
氏
や
谷
崎
源
氏
の
挿
絵
、
日
本
画
家
に
よ
る
絵
画
作
品
な
ど
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
や
土
佐
派
の
源
氏
絵
な

ど
、
近
世
に
お
け
る
源
氏
絵
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
近
代
の
源
氏
絵
に
対
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。

谷
崎
源
氏
や
与
謝
野
源
氏
に
つ
い
て
も
、
口
語
訳
の
研
究
に
比
べ
挿
絵
や
装
幀
に
関
す
る
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
美
学
美
術
史
学
の
分
野
で
も

国
文
学
の
分
野
で
も
、
近
代
に
お
け
る
源
氏
絵
は
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、『
源
氏
物
語
』
を
素
材

と
し
た
絵
画
作
品
の
ほ
か
、『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語
訳
を
彩
る
挿
絵
と
装
幀
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
源
氏
絵
を
描
い
た
近
代
の
主
要
な
画
家
六

人
を
取
り
上
げ
て
い
く
。
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一
　
与
謝
野
源
氏
と
中
澤
弘
光

　

初
め
に
取
り
上
げ
る
の
が
、
与
謝
野
晶
子
に
よ
る
現
代
語
訳
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
挿
絵
で
あ
る
。
与
謝
野
晶
子
の
『
新
訳
源
氏
物
語
』

は
、
上
巻
が
明
治
四
五
年
二
月
、
中
巻
が
明
治
四
五
年
六
月
、
下
巻
の
一
が
大
正
二
年
八
月
、
下
巻
の
二
が
大
正
二
年
一
一
月
に
金
尾
文
淵
堂
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
挿
絵
と
装
幀
を
手
掛
け
た
の
が
中
澤
弘
光
で
あ
る
。
与
謝
野
源
氏
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
逸
見
久
美
「
与

謝
野
晶
子
の
「
源
氏
物
語
」
口
語
訳
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』
九
四
号　

一
九
九
三
）
や
市
川
千
尋
『
与
謝
野
晶
子
と
源
氏
物
語
』（
国
研

出
版　

一
九
九
八
）
な
ど
が
あ
る
が
、
口
語
訳
に
関
す
る
考
察
が
中
心
で
あ
り
、
源
氏
絵
や
装
幀
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文

で
は
中
澤
弘
光
が
手
掛
け
た
挿
絵
と
装
幀
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

中
澤
弘
光
（
一
八
七
四
│
一
九
六
四
）
は
、
黒
田
清
輝
に
師
事
し
、
白
馬
会
に
お
い
て
活
躍
し
た
洋
画
家
で
あ
る
。
古
典
や
信
仰
に
取
材
し
た

作
品
の
他
、
新
聞
小
説
の
挿
絵
や
本
の
装
幀
も
手
掛
け
た
。
中
澤
は
、
与
謝
野
鉄
幹
と
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
晶
子
や
金
尾
文
淵
堂
と
も
深
い

関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
仕
事
に
も
つ
な
が
っ
た（

（
（

。

　

与
謝
野
晶
子
『
新
訳
源
氏
物
語
』
は
、
箱
、
表
紙
、
見
返
し
、
巻
頭
す
べ
て
に
木
版
刷
り
で
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
箱
に
つ
い
て
、
上

巻
で
は
孔
雀
と
竹
、
中
巻
で
は
藤
と
蝶
、
下
巻
の
一
で
は
白
梅
と
水
鳥
、
下
巻
の
二
で
は
ツ
ユ
ク
サ
と
蛍
、
キ
リ
ギ
リ
ス
が
描
か
れ
、
ど
の
巻
に

つ
い
て
も
動
植
物
と
と
も
に
川
や
水
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
つ
い
て
は
、
上
巻
で
は
紫
式
部
が
描
か
れ
、
石
山
寺
に
お
け
る
須
磨
起
筆
伝

説
を
表
現
し
て
い
る
。
中
巻
で
は
玉
鬘
の
長
谷
寺
参
詣
、
下
巻
の
一
で
は
、
宇
治
橋
や
舟
、
渡
し
場
を
描
き
宇
治
川
を
表
現
。
下
巻
の
二
で
は
、

雨
の
中
山
間
の
道
を
行
く
男
た
ち
と
車
が
描
か
れ
、
東
屋
巻
に
お
け
る
、
薫
の
一
行
が
車
で
浮
舟
の
も
と
へ
行
く
場
面
を
表
し
て
い
る
。

　

次
に
、
各
巻
頭
に
添
え
ら
れ
た
挿
絵
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
中
澤
の
源
氏
絵
の
多
く
は
伝
統
的
な
源
氏
絵
の
図
柄
を
踏
襲
し
て
い
る
。

例
え
ば
桐
壺
巻
の
源
氏
の
元
服
の
場
面
で
は
、
清
涼
殿
の
東
の
廂
に
桐
壺
帝
、
源
氏
、
左
大
臣
、
大
蔵
卿
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
人
物
配
置
が

近
世
の
図
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
少
女
巻
で
は
、
童
女
が
紅
葉
を
敷
い
た
箱
を
持
ち
橋
を
渡
る
様
子
が
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
真
木
柱
巻

に
つ
い
て
、
近
代
で
は
真
木
柱
が
柱
に
手
紙
を
挟
む
場
面
が
多
く
な
る
が
、
中
澤
は
近
世
に
多
く
描
か
れ
た
、
髭
黒
が
灰
を
か
け
ら
れ
る
場
面
を
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描
い
て
い
る
。
ま
た
、
構
図
に
類
似
性
が
な
い
も
の
で
も
、
帚
木
巻
で
は
雨
夜
の
品
定
め
、
紅
葉
賀
巻
で
は
青
海
波
、
葵
巻
で
は
車
争
い
な
ど
、

伝
統
的
場
面
を
描
い
て
い
る
。
一
方
で
、
近
世
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
、
中
澤
独
自
の
表
現
も
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
初
音
巻
で
は

玉
鬘
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て
お
り
、
特
定
の
人
物
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
近
代
の
源
氏
絵
に
よ
く
見
ら
れ
る
手
法
を
用
い
て
い

る
。
ま
た
、
東
屋
巻
で
は
、
浮
舟
を
訪
ね
る
薫
の
車
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
景
物
の
み
を
描
く
と
い
う
の
も
近
世
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
表
現
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
澤
の
源
氏
絵
は
近
世
の
源
氏
絵
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
近
世
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
近
代
的
な
表
現
も
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
と
近
代
の
過
渡
期
に
あ
た
る
源
氏
絵
が
中
澤
の
源
氏
絵
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
中
澤
の
源
氏
絵
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
見
返
し
の
図
で
あ
る
。『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
見
返
し
で
は
、
一
冊
に
つ
き
二
一
種
類
の

図
（
縦
三
列
、
横
七
列
）
が
あ
り
、
一
つ
の
図
に
源
氏
香
一
つ
を
対
応
さ
せ
、
一
巻
を
象
徴
す
る
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
各
巻
口
絵
の
木
版
画
で

は
、
従
来
の
源
氏
絵
の
構
図
に
多
少
縛
ら
れ
て
い
た
中
澤
だ
が
、
こ
こ
で
は
自
由
な
発
想
で
各
巻
の
特
徴
を
一
つ
の
図
で
示
し
て
い
る
。
デ
ザ
イ

ン
性
豊
か
な
そ
れ
ら
の
図
は
面
白
く
、
対
応
す
る
源
氏
香
も
含
め
て
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
以
下
に
表
と
し
て
示
し
た
。
一

番
右
列
の
上
の
図
を
①
、
右
列
真
ん
中
の
図
を
②
、
右
列
下
の
図
を
③
、
右
か
ら
二
列
目
の
上
の
図
を
④
と
い
う
よ
う
に
右
か
ら
順
に
番
号
を
つ

け
た
。
巻
と
対
応
す
る
源
氏
香
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
源
氏
香
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
〇
、
他
の
巻
の
源
氏
香
を
用
い
て
い
る
場
合
は
そ

の
巻
名
、
存
在
し
な
い
源
氏
香
は
×
を
表
に
記
し
た
。

　

上
巻
で
は
、
第
一
巻
桐
壺
巻
か
ら
第
二
一
巻
少
女
巻
ま
で
の
図
を
描
く
。
晶
子
の
本
文
も
桐
壺
巻
か
ら
少
女
巻
ま
で
で
あ
り
、
本
文
所
収
の
巻

と
図
柄
は
合
致
す
る
。
中
巻
は
、
二
二
巻
玉
鬘
巻
か
ら
三
九
巻
夕
霧
巻
ま
で
で
、
本
文
も
玉
鬘
巻
か
ら
夕
霧
巻
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は

二
一
枚
の
図
に
は
三
枚
分
巻
が
不
足
す
る
の
で
、
⑥
⑫
⑱
と
等
間
隔
に
特
定
の
巻
で
な
い
図
柄
を
入
れ
て
枚
数
を
調
節
し
て
い
る
。
こ
の
三
巻
の

源
氏
香
は
架
空
の
も
の
で
あ
る
。
下
巻
の
一
で
は
、
四
〇
巻
御
法
巻
か
ら
五
四
巻
夢
浮
橋
巻
ま
で
で
、
巻
数
は
一
五
巻
分
し
か
な
い
の
で
、
③
④

に
雲
隠
巻
を
は
さ
み
⑱
か
ら
㉑
ま
で
の
最
後
の
部
分
に
宇
治
十
帖
を
象
徴
す
る
よ
う
な
図
を
四
つ
描
き
二
一
枚
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
で

は
、
架
空
の
源
氏
香
が
う
ま
く
作
れ
な
か
っ
た
の
か
、
別
の
巻
の
源
氏
香
を
持
っ
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
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上
巻

巻
名

描
か
れ
て
い
る
も
の

源
氏
香

 
①

桐
壺

桐
、
元
服
を
表
す
冠

賢
木

 

②

帚
木

雨
、
鏡
台
、
格
子

〇

 

③

空
蟬

空
蟬
の
寝
室
の
灯
台
、
几
帳

〇

 

④

夕
顔

夕
顔
の
扇
、
紙
燭

〇

 

⑤

若
紫

桜
、
北
山
、
雀

〇

 

⑥

末
摘
花

末
摘
花
の
贈
り
物
の
衣

〇

 

⑦

紅
葉
賀

太
鼓
、
幟
、
垂
幕

〇

 

⑧

花
宴

桜
、
朧
月
夜
と
交
わ
し
た
扇

〇

 

⑨

葵

源
氏
、「
ち
ひ
ろ
」
の
文
字

〇

 

⑩

賢
木

六
条
御
息
所
が
歌
に
詠
ん
だ
松
虫

〇

 

⑪

花
散
里

花
散
里
邸
か
ら
見
え
る
山
、
月

〇

 

⑫

須
磨

須
磨
の
小
屋
、
煙
、
松
、
鳥

〇

 

⑬

明
石

琵
琶
、
筝
の
琴

〇
 

⑭

澪
標

住
吉
の
鳥
居
、
舟

〇
 

⑮

蓬
生

荒
れ
果
て
た
末
摘
花
邸

〇

 

⑯

関
屋

車
、
山
沿
い
の
道

〇

 

⑰

絵
合

絵
二
枚
（
松
、
紅
葉
の
絵
）

〇

 

⑱

松
風

荻
の
枝
に
刺
し
た
鳥
四
羽

〇

 

⑲

薄
雲

大
井
川
に
魚
三
匹

〇

 

⑳

朝
顔

源
氏
が
歌
に
詠
ん
だ
鴛
鴦
二
羽

〇

㉑

少
女

五
節
の
舞
姫

〇

中
巻

巻
名

描
か
れ
て
い
る
も
の

源
氏
香

①

玉
鬘

玉
鬘
一
行
の
舟

〇

②

初
音

鶯
の
初
音

〇

③

胡
蝶

蝶
と
鳥
の
楽
の
イ
メ
ー
ジ

〇

④

蛍

源
氏
が
放
っ
た
蛍

〇

⑤

常
夏

鮎
二
匹
、
撫
子
の
花

〇

⑥

該
当
な
し

牛
と
車

×

⑦

篝
火

源
氏
と
玉
鬘
が
贈
答
し
た
篝
火

〇

⑧

野
分

薄
、「
風
」「
さ
」
の
文
字

〇

⑨

行
幸

御
輿
の
上
部
、
雪

〇

⑩

藤
袴

夕
霧
が
玉
鬘
に
差
し
出
し
た
藤
袴

〇

⑪

真
木
柱

手
紙
を
挟
む
真
木
柱

〇

⑫

該
当
な
し

三
重
塔

×

⑬

梅
枝

梅
、
朝
顔
か
ら
の
手
紙

〇

⑭

藤
裏
葉

柏
木
と
夕
霧
が
贈
答
し
た
藤
の
花

〇

⑮

若
菜
上

御
簾
か
ら
出
る
猫

鈴
虫

⑯

若
菜
下

競
射
で
弓
を
引
く
男

〇

⑰

柏
木

柏
の
葉
三
枚

〇

⑱

該
当
な
し

黄
色
と
紫
色
の
花

×

⑲

横
笛

横
笛
、
紫
色
の
布

〇

⑳

鈴
虫

虫
か
ご

〇

㉑

夕
霧

小
野
の
鹿
二
頭
、
紅
葉

〇
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晶
子
の
新
訳
は
巻
が
進
む
に
つ
れ
逐
語
訳
と
な
っ
た
た
め
分
量
が
増

え
、
下
巻
が
一
冊
に
収
ま
り
き
ら
ず
二
分
冊
と
な
っ
た
。
上
、
中
、

下
の
一
、
下
の
二
の
分
冊
か
ら
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
下
巻
の

一
の
見
返
し
で
夢
浮
橋
ま
で
描
き
き
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
下
巻
の

二
の
見
返
し
で
は
中
澤
の
苦
労
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
遙
か

以
前
の
藻
塩
焼
く
明
石
巻
の
図
柄
や
、
鳥
居
と
市
女
笠
の
玉
鬘
巻
の

図
柄
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
か
ら
離

れ
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
八
橋
と
杜
若
の
図
柄
ま
で
描
い
て
い
る
。

下
巻
の
二
の
見
返
し
の
図
柄
は
、
本
文
内
容
と
は
関
連
さ
せ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
新
訳
与
謝
野
源
氏
の
成
立
過
程
が
中
澤
弘
光
の

見
返
し
の
図
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

二
　
梶
田
半
古
と
新
井
勝
利

　

梶
田
半
古
（
一
八
七
〇
│
一
九
一
七
）
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活

躍
し
た
日
本
画
家
で
あ
る
。
風
俗
画
や
歴
史
画
に
優
れ
、
新
聞
小
説

の
挿
絵
が
人
気
を
博
し
て
い
た
。
半
古
は
有
職
故
実
や
古
典
の
知
識

に
優
れ
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
に
取
材
し
た
作
品
を
の

こ
し
て
お
り
、『
源
氏
物
語
』
に
関
し
て
は
、
五
四
帖
す
べ
て
を
絵

葉
書
と
色
紙
絵
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。

　

梶
田
半
古
の
『
源
氏
物
語
絵
葉
書
』
は
、
明
治
三
八
年
に
金
尾
文

下
巻
の
一

巻
名

描
か
れ
て
い
る
も
の

源
氏
香

①

御
法

法
華
経
千
部
の
供
養

〇

②

幻

経
を
と
な
え
る
源
氏

〇

③

雲
隠

墓
石
、
雲
、

帚
木

④

雲
隠
か

尼
姿
の
人
物

明
石

⑤

匂
宮

寝
殿
の
紅
梅
、
垣
根

〇

⑥

紅
梅

大
納
言
が
折
ら
せ
た
紅
梅

〇

⑦

竹
河

玉
鬘
邸
で
の
酒
宴
を
表
す
笙

〇

⑧

橋
姫

宇
治
川
、
橋
、
柳

〇

⑨

椎
本

山
、
木
々
、
川
、
舟

〇

⑩

総
角

紅
葉
狩
り
、
舟
遊
び

〇

⑪

早
蕨

贈
り
物
の
早
蕨

〇

⑫

宿
木

碁
盤
、
碁
笥

〇

⑬

東
屋

頭
に
籠
を
の
せ
た
人
物

〇

⑭

浮
舟

舟
に
乗
る
浮
舟
と
匂
宮

〇

⑮

蜻
蛉

薫
が
歌
に
詠
ん
だ
蜻
蛉

〇

⑯

手
習

手
習
を
す
る
浮
舟
と
尼
君

〇

⑰

夢
浮
橋

小
君

〇

⑱

不
明

虫
か
ご

野
分

⑲

匂
宮
か

「
匂
」「
薫
」
の
文
字

明
石

⑳

橋
姫
か

宇
治
川
、
桜
の
花
び
ら

末
摘
花

㉑

手
習
か

都
鳥

空
蟬
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淵
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た（

２
）。

明
治
三
三
年
に
私
製
葉
書
が
認
可
さ
れ
た
こ
と
で
絵
葉
書
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
絵
葉
書
ブ
ー
ム
が
巻
き

起
こ
っ
た（

（
（

。
半
古
も
明
治
三
〇
年
代
の
後
半
か
ら
絵
葉
書
の
仕
事
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
『
伊
勢
物
語
絵
葉
書
』
や
『
源
氏
物
語
絵
葉

書
』
な
ど
を
作
成
し
て
い
る
。
色
紙
絵
に
つ
い
て
は
明
治
後
期
の
作
品
と
さ
れ
、
現
在
は
『
源
氏
物
語
図
屛
風
』
と
い
う
作
品
名
で
、
屛
風
仕
立

て
と
な
っ
た
も
の
を
横
浜
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る（

（
（

。

　

半
古
の
源
氏
絵
に
も
従
来
の
源
氏
絵
と
構
図
が
類
似
し
て
い
る
図
が
あ
る
。
例
え
ば
蓬
生
巻
で
は
、
惟
光
が
草
を
分
け
入
っ
て
末
摘
花
邸
に
入

っ
て
い
く
姿
が
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
蓬
生
の
図
と
類
似
し
て
お
り
、
絵
葉
書
に
お
け
る
柏
木
巻
に
つ
い
て
は
、
五
十
日
の
祝
い
で
源
氏
が
薫

を
抱
く
様
子
が
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
柏
木
三
の
図
と
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
絵
葉
書
に
お
け
る
夕
顔
巻
で
は
、
惟
光
が
童
女
か
ら
扇
を
受

け
取
る
場
面
を
、
近
世
の
版
本
同
様
俯
瞰
的
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
構
図
に
類
似
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
も
、
澪
標
巻
で
は
住
吉
詣
、
朝
顔
巻

で
は
童
女
の
雪
転
が
し
、
若
菜
上
巻
で
は
蹴
鞠
の
場
面
な
ど
、
伝
統
的
場
面
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
半
古
の
源
氏
絵
に
は
近
世
に
見
ら

れ
な
か
っ
た
新
し
い
表
現
が
多
い
。
例
え
ば
、
若
紫
巻
で
は
泣
い
て
い
る
紫
上
を
全
面
に
描
い
て
お
り
、
特
定
の
人
物
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る

手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
色
紙
絵
に
お
け
る
花
散
里
巻
で
は
、
木
々
と
時
鳥
と
い
う
、
自
然
の
み
の
描
写
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
絵
葉
書
に

お
け
る
手
習
巻
で
は
、
浮
舟
の
入
水
と
い
う
本
文
に
な
い
場
面
を
想
像
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
ど
れ
も
近
世
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
、
近
代
特
有
の
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
半
古
は
、
起
立
工
商
会
社
に
て
図
案
制
作
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
工
芸
図
案
を
得
意
と
し
て

お
り
、
源
氏
絵
に
お
い
て
も
図
案
の
試
み
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
色
紙
絵
初
音
巻
に
描
か
れ
た
明
石
上
は
、
石
畳
に
菱
型
の
幾
何
学
的
な
文
様

の
衣
装
を
着
て
お
り
、
色
紙
絵
柏
木
巻
に
お
け
る
小
侍
従
は
、
唐
草
風
の
曲
線
文
様
の
衣
装
を
着
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
半
古
の
源
氏
絵
に

は
、
図
案
家
と
し
て
素
養
や
技
術
、
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
半
古
は
古
画
を
研
究
し
、
取
り
入
れ
る
べ
き
も
の
は
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
特
定
の
人
物
に
焦
点
を
絞
っ
た
描
き
方
や
図
案

の
挿
入
な
ど
、
独
自
性
の
あ
る
源
氏
絵
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
の
源
氏
絵
の
構
図
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
た
な
表
現
方
法
を
模
索
し
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
半
古
の
源
氏
絵
に
影
響
を
う
け
た
人
物
に
新
井
勝
利
と
い
う
画
家
が
い
る
。
新
井
勝
利
（
一
八
九
五
│
一
九
七
二
）
は
、
の
ち
の
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章
で
述
べ
る
安
田
靫
彦
に
師
事
し
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
模
写
も
行
っ
た
。
最
初
期
は
、
梶
田
半
古
に
入
門
し
て
い
た
と
い
う（

（
（

。
新
井
勝
利
の
源

氏
絵
は
、『
源
氏
物
語
上
・
下
』（
日
本
文
学
全
集
カ
ラ
ー
版
二
・
三　

武
者
小
路
実
篤
ほ
か
編　

河
出
書
房
新
社　

一
九
六
七
）
に
お
い
て
、
上

下
巻
と
も
に
一
六
図
、
計
三
二
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
三
二
図
は
、
桐
壺
、
帚
木
、
夕
顔
、
若
紫
、
紅
葉
賀
、
葵
、
須
磨
、
明
石
、
蓬

生
、
薄
雲
、
玉
鬘
、
蛍
、
常
夏
、
行
幸
、
藤
裏
葉
、
若
菜
上
、
若
菜
下
、
柏
木
、
横
笛
、
鈴
虫
、
御
法
、
雲
隠
、
匂
宮
、
竹
河
、
橋
姫
、
総
角
、

宿
木
、
東
屋
、
浮
舟
、
蜻
蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、『
豪
華
版
源
氏
物
語
』（
与
謝
野
晶
子　

河
出
書
房
新
社　

一
九
六
九
）
に

お
い
て
も
勝
利
の
源
氏
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ち
ら
は
五
四
帖
す
べ
て
の
源
氏
絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

新
井
勝
利
の
源
氏
絵
は
、
梶
田
半
古
の
源
氏
絵
と
の
類
似
性
が
強
い
。
例
と
し
て
ま
ず
、
桐
壺
巻
を
あ
げ
る
。
勝
利
の
描
い
た
桐
壺
巻
の
挿
絵

は
童
姿
の
源
氏
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
従
来
の
源
氏
絵
に
は
な
く
、
半
古
が
初
め
に
描
い
た
構
図
で
あ
る
。
構
図
だ
け
で
な
く
、
源
氏
の
髪
型
や

衣
裳
、
そ
し
て
衣
裳
の
色
や
し
わ
ま
で
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
例
と
し
て
浮
舟
の
入
水
の
場
面
を
あ
げ
る
。
半
古
が
独
自
に
描

い
た
浮
舟
の
入
水
シ
ー
ン
を
勝
利
は
蜻
蛉
巻
と
し
て
描
い
て
い
る
。
浮
舟
の
身
体
の
傾
き
具
合
や
水
の
表
現
な
ど
が
一
致
し
て
お
り
、
半
古
の
絵

を
意
識
し
て
描
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

ま
た
、
半
古
が
衣
服
の
文
様
な
ど
に
用
い
た
工
芸
図
案
を
、
勝
利
も
い
く
つ
か
の
巻
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
賢
木
巻
が
あ
げ
ら
れ

る
。
賢
木
巻
で
は
、
半
古
も
勝
利
も
源
氏
が
御
息
所
の
も
と
へ
榊
を
差
し
入
れ
る
場
面
を
描
い
て
い
る
が
、
細
部
を
よ
く
見
る
と
源
氏
の
衣
の
色

と
文
様
が
よ
く
似
て
い
る
。
衣
は
青
系
統
の
色
で
四
つ
菱
文
様
、
袴
に
つ
い
て
は
色
彩
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
文
様
は
ど
ち
ら
も
円
門
花
菱
文
様

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
勝
利
は
半
古
が
得
意
と
し
た
工
芸
図
案
を
自
分
の
源
氏
絵
に
も
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
新
井
勝
利
の
源
氏
絵
に
は
梶
田
半
古
の
影
響
が
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
構
図
が
酷
似
し
て
い
る
も
の
や
細
部
の
模
様
が

類
似
し
て
い
る
も
の
な
ど
、
半
古
の
源
氏
絵
を
明
ら
か
に
意
識
し
て
い
る
作
品
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
半
古
の
絵
を
広
め
た
い
、

活
か
し
た
い
と
い
う
師
へ
の
想
い
と
、
半
古
と
同
じ
構
図
で
自
分
を
試
し
て
み
た
い
と
い
う
挑
戦
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
　
谷
崎
源
氏
の
挿
画
を
描
い
た
人
々

　

次
に
、
谷
崎
潤
一
郎
に
よ
る
現
代
語
訳
、『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
の
挿
絵
を
取
り
上
げ
る
。
谷
崎
源
氏
に
初
め
て
挿
絵
が
添
え
ら
れ
た
の

は
、
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
で
あ
る
。
そ
の
監
修
と
一
部
の
挿
絵
を
担
当
し

た
画
家
が
安
田
靫
彦
で
あ
る
。
谷
崎
源
氏
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
千
葉
俊
二
編
『
近
代
文
学
に
お
け
る
源
氏
物
語
』（
お
う
ふ
う　

二
〇
〇

七
）
に
日
高
佳
紀
「
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
の
「
源
氏
物
語
」」
や
細
川
光
洋
「「
谷
崎
源
氏
」
の
冷
や
や
か
さ
」
な
ど
の
論
考
が
あ
る
が
、
挿
絵
や
装

幀
に
関
す
る
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

安
田
靫
彦
（
一
八
八
四
│
一
九
七
八
）
は
、
歴
史
画
に
優
れ
新
古
典
主
義
と
言
わ
れ
た
。
谷
崎
潤
一
郎
と
歳
や
生
ま
れ
が
近
く
深
い
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
谷
崎
源
氏
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
谷
崎
源
氏
の
挿
絵
に
は
、
靫
彦
以
外
に
も
、
奥
村
土
牛
、
福
田
平
八
郎
、
堂
本
印
象
、

山
口
蓬
春
、
中
村
岳
陵
、
菊
池
契
月
、
徳
岡
神
泉
、
小
倉
遊
亀
、
太
田
聴
雨
、
中
村
貞
以
、
山
本
丘
人
、
橋
本
明
治
、
前
田
青
邨
、
上
村
松
篁
、

堅
山
南
風
が
参
加
し
て
い
る
。

　

靫
彦
が
初
め
て
『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
し
て
描
い
た
の
が
《
源
氏
若
紫
図（

（
（

》。
昭
和
八
年
制
作
、
茨
城
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
。
桜
が
散
る

頃
、
縁
側
に
座
る
紫
上
と
籠
の
中
に
二
羽
の
雀
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
に
靫
彦
が
描
い
た
源
氏
絵
が
《
須
磨
》。
昭
和
三
〇
年
七
月
制
作
、
吉
野

石
膏
美
術
振
興
財
団
所
蔵
。
須
磨
で
源
氏
と
頭
中
将
が
再
会
す
る
場
面
を
描
く
。
次
の
《
帚
木
》
は
昭
和
三
一
年
六
月
制
作
、
二
階
堂
美
術
館
所

蔵
。
雨
夜
の
品
定
め
が
描
か
れ
る
。《
若
紫
》
は
同
じ
く
昭
和
三
一
年
六
月
制
作
。
脇
息
に
も
た
れ
か
か
り
書
物
を
読
む
源
氏
を
描
く
。
ど
の
場

面
か
不
明
で
あ
る
が
、
従
来
の
源
氏
絵
の
中
で
は
、
経
と
滝
の
音
に
源
氏
が
耳
を
す
ま
せ
和
歌
を
詠
む
場
面
に
近
い
。
そ
し
て
《
蓬
生
》
は
昭
和

三
四
年
一
一
月
制
作
。
源
氏
と
惟
光
が
末
摘
花
邸
に
入
っ
て
い
く
場
面
を
描
く
。
最
後
の
《
藤
壺
女
御
》
が
昭
和
四
〇
年
三
月
制
作
。
扇
を
持
っ

た
藤
壺
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
く
。

　

次
に
、『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
靫
彦
は
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
で
桐
壺
、
帚
木
、
空
蟬
、
夕
顔
巻
の

挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
。
桐
壺
巻
で
は
《
藤
壺
女
御
》
と
ほ
ぼ
同
じ
図
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
の
挿
絵



─ 101─

に
は
色
彩
が
な
く
、《
藤
壺
女
御
》
と
は
描
線
が
微
妙
に
異
な
っ
て
お
り
、
二
つ
は
別
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
帚
木
巻
で
は
《
帚
木
》
と
ほ

ぼ
同
じ
図
を
用
い
て
い
る
。
帚
木
巻
に
関
し
て
も
《
帚
木
》
と
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
の
挿
絵
は
別
物
で
あ
る
。
靫
彦
は
、『
潤
一

郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
の
挿
絵
を
描
い
た
の
ち
、
展
覧
会
出
品
用
に
こ
れ
ら
の
挿
絵
を
描
き
直
し
、
彩
色
も
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
、
空
蟬
巻
と
夕
顔
巻
の
挿
絵
は
描
き
直
し
て
い
な
い
。
空
蟬
巻
で
は
空
蟬
が
脱
ぎ
去
っ
た
衣
、
夕
顔
巻
で
は
夕
顔
の
家
の
前
に
止
ま
る
車
を
描

い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
挿
絵
は
版
が
変
わ
っ
て
も
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
昭
和
四
一
年
五
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
潤
一
郎
新
々
訳
源
氏

物
語
』
で
は
、
彩
色
豪
華
版
と
し
て
全
て
の
挿
絵
に
彩
色
が
施
さ
れ
た
。
採
色
を
施
し
た
の
は
画
家
本
人
で
あ
り
、
こ
の
と
き
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
た
菊
池
契
月
と
太
田
聴
雨
の
絵
は
、
上
村
松
篁
と
堅
山
南
風
の
絵
に
差
し
替
え
ら
れ
た（

（
（

。
安
田
靫
彦
も
、《
藤
壺
女
御
》
や
《
帚
木
》
と
い

っ
た
彩
色
を
施
し
た
絵
画
作
品
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
の
挿
絵
に
新
た
に
彩
色
を
施
し
て
い
る
。

　

安
田
靫
彦
の
源
氏
絵
は
従
来
の
源
氏
絵
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
面
選
択
が
多
く
、
独
自
性
が
強
い
。
靫
彦
の
源
氏
絵
は
本
と
よ
く
調
和
し

つ
つ
も
、
展
覧
会
で
映
え
る
よ
う
な
一
つ
の
絵
画
作
品
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
の
挿
絵
と
展
覧
会
出
品
作
と
い
う
二
つ
の
面
が
あ
る
の
が
靫
彦

の
源
氏
絵
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。

　

次
に
、
谷
崎
源
氏
に
関
わ
っ
た
他
の
画
家
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
安
田
靫
彦
に
続
い
て
若
紫
巻
か
ら
花
宴
巻
ま
で
を
担
当
し
た
の
が
奥
村
土

牛
。
奥
村
土
牛
（
一
八
八
九
│
一
九
九
〇
）
は
梶
田
半
古
や
小
林
古
径
に
師
事
、
昭
和
三
七
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
。
若
紫
巻
で
は
逃
げ
て
い
く

雀
と
泣
い
て
い
る
紫
上
、
末
摘
花
巻
で
は
二
条
院
で
紅
梅
を
眺
め
る
源
氏
、
紅
葉
賀
巻
で
は
従
来
か
ら
伝
統
的
に
描
か
れ
て
き
た
青
海
波
を
舞
う

場
面
、
花
宴
巻
で
は
藤
の
花
の
宴
を
表
す
藤
の
風
景
画
を
描
い
て
い
る
。

　

葵
巻
か
ら
須
磨
巻
ま
で
が
福
田
平
八
郎
。
福
田
平
八
郎
（
一
八
九
二
│
一
九
七
四
）
は
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
で
学
び
、
昭
和
三
六
年
に
文

化
勲
章
を
受
章
。
葵
巻
で
は
扇
に
葵
の
図
、
賢
木
巻
で
は
源
氏
と
御
息
所
が
贈
答
し
た
榊
の
実
と
枝
、
花
散
里
巻
で
は
散
っ
た
花
び
ら
、
須
磨
巻

で
は
松
や
海
を
描
き
須
磨
の
風
景
を
表
現
。
四
枚
と
も
人
物
は
描
か
ず
、
植
物
や
風
景
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
を
表
し
て
い
る
。

　

明
石
巻
か
ら
関
屋
巻
ま
で
が
堂
本
印
象
。
堂
本
印
象
（
一
八
九
一
│
一
九
七
五
）
は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
で
学
び
、
昭
和
四
一
年
に
堂
本
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美
術
館
を
設
立
。
明
石
巻
で
は
抽
象
的
な
海
岸
の
表
現
の
中
に
明
石
上
を
描
く
。
特
定
の
場
面
で
は
な
く
巻
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
澪
標
巻

で
は
反
橋
と
鳥
居
が
描
か
れ
、
源
氏
と
明
石
上
の
住
吉
参
詣
を
表
現
。
蓬
生
巻
で
は
、
几
帳
で
囲
ま
れ
た
中
に
扇
で
顔
を
覆
っ
た
末
摘
花
を
描

き
、
関
屋
巻
で
は
車
の
み
を
大
き
く
描
く
。
姫
君
と
景
物
を
交
互
に
二
枚
ず
つ
描
い
て
い
る
。

　

絵
合
巻
か
ら
朝
顔
巻
ま
で
が
山
口
蓬
春
。
山
口
蓬
春
（
一
八
九
三
│
一
九
七
一
）
は
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
か
ら
日
本
画
科
に
転
科
し
、
日

本
画
壇
で
活
躍
。
絵
合
巻
で
は
櫃
を
運
ぶ
童
女
、
松
風
巻
で
は
語
り
合
う
源
氏
と
明
石
上
、
薄
雲
巻
は
雲
と
山
の
み
の
風
景
画
、
朝
顔
巻
で
は
源

氏
が
歌
に
詠
ん
だ
鴛
鴦
二
羽
を
描
く
。
人
物
画
と
風
景
画
を
二
枚
ず
つ
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
以
外
に
蓬
春
が
描
い
た
源
氏
絵

に
、《
春
秋
遊
宴
》
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
昭
和
四
年
制
作
、
二
階
堂
美
術
館
所
蔵
。
絹
本
着
色
の
軸
装
、
双
幅（

（
（

。
春
と
秋
の
遊
宴
と
し
て
『
源

氏
物
語
』
の
胡
蝶
巻
と
紅
葉
賀
巻
に
取
材
し
て
描
い
て
い
る
。

　

少
女
巻
か
ら
胡
蝶
巻
ま
で
が
中
村
岳
陵
。
中
村
岳
陵
（
一
八
九
〇
│
一
九
六
九
）
は
川
辺
御
楯
や
寺
崎
広
業
、
結
城
素
明
に
指
導
を
受
け
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
。
少
女
巻
で
は
、
桜
、
篝
火
、
月
、
雪
に
よ
っ
て
六
条
院
の
四
季
を
表
現
。
玉
鬘
巻
で
は
、
玉
鬘
一
行
と
右
近
の
再

会
を
描
く
。
初
音
巻
で
は
庭
で
小
松
を
引
き
結
ぶ
童
女
、
胡
蝶
巻
で
は
春
の
御
殿
の
池
に
龍
頭
鷁
首
の
舟
を
浮
か
べ
る
場
面
を
描
く
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
挿
絵
以
外
に
岳
陵
が
描
い
た
源
氏
絵
が
《
浮
舟
》
で
あ
る
。
大
正
一
〇
年
制
作
、
絹
彩
額
装（

（
（

。
岳
陵
は
大
正
一
〇
年
に
《
竹
取
物
語
》、

《
秋
庭
雅
遊
》、《
輪
廻
物
語
絵
巻
》
な
ど
大
和
絵
を
続
け
て
制
作
し
て
お
り
、《
浮
舟
》
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
浮
舟
巻
に
お
け
る
匂
宮
と
浮

舟
が
宇
治
川
を
渡
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。

　

蛍
巻
か
ら
野
分
巻
ま
で
が
菊
池
契
月
。
菊
池
契
月
（
一
八
七
九
│
一
九
五
五
）
は
、
菊
池
芳
文
に
師
事
、
昭
和
一
二
年
に
帝
国
芸
術
院
会
員
。

蛍
巻
で
は
蛍
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
玉
鬘
、
常
夏
巻
で
は
撫
子
の
花
、
篝
火
巻
で
は
源
氏
と
篝
火
、
野
分
巻
で
は
風
に
揺
れ
る
草
花
を
描
く
。
人
物

と
草
花
を
交
互
に
二
枚
ず
つ
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
契
月
は
紫
式
部
の
姿
を
い
く
つ
か
制
作
し
て
い
る
。
石
山
寺
所
蔵
《
紫
式
部
図
》
は
手
に
巻

子
本
を
持
つ
紫
式
部
を
描
く
。
制
作
年
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
と
さ
れ
る（

（（
（

。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鉄
斎
堂
所
蔵
《
紫
式
部
》
は
机
に
む
か
い
振
り
向
く
紫

式
部
の
後
ろ
姿
を
描
く
。
制
作
年
は
不
明（

（（
（

。

　

行
幸
巻
か
ら
梅
枝
巻
が
徳
岡
神
泉
。
徳
岡
神
泉
（
一
八
九
六
│
一
九
七
二
）
は
土
田
麦
僊
に
見
い
だ
さ
れ
、
そ
の
紹
介
で
竹
内
栖
鳳
塾
、
竹
杖
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会
に
入
門
、
昭
和
四
一
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
。
行
幸
巻
で
は
行
幸
の
車
の
み
を
全
面
に
描
く
。
藤
袴
巻
で
は
夕
霧
が
手
に
し
て
い
た
藤
袴
、
真

木
柱
巻
で
は
源
氏
と
玉
鬘
の
贈
答
に
詠
ま
れ
た
み
つ
せ
川
、
梅
枝
巻
で
は
源
氏
と
兵
部
卿
宮
が
な
が
め
た
梅
を
描
く
。
四
枚
と
も
景
物
の
み
を
描

い
て
い
る
。

　

藤
裏
葉
巻
か
ら
若
菜
下
巻
ま
で
が
小
倉
遊
亀
。
小
倉
遊
亀
（
一
八
九
五
│
二
〇
〇
〇
）
は
、
安
田
靫
彦
に
師
事
、
昭
和
五
五
年
に
は
文
化
勲
章

を
受
章
。
藤
裏
葉
巻
で
は
、
柏
木
が
歌
に
詠
ん
だ
藤
の
花
と
夕
霧
。
若
菜
上
巻
で
は
二
枚
の
挿
絵
を
描
い
て
お
り
、
一
枚
目
は
女
三
宮
か
ら
の
手

紙
を
読
む
源
氏
と
紫
上
。
二
枚
目
は
六
条
院
で
の
蹴
鞠
で
御
簾
が
め
く
れ
あ
ら
わ
に
な
っ
た
女
三
宮
。
若
菜
下
巻
で
は
、
危
篤
の
紫
上
を
悲
し
む

源
氏
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
他
に
遊
亀
が
描
い
た
源
氏
絵
に
《
源
氏
物
語
》
と
い
う
扇
面
画
が
あ
る
。
昭
和
三
一
年
制
作
、
所
蔵
者
は
不

明（
（（
（

。
制
作
年
が
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
刊
行
の
す
ぐ
後
で
あ
り
、
こ
の
挿
絵
の
仕
事
に
感
化
さ
れ
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
蜻

蛉
巻
に
お
け
る
、
氷
を
割
る
女
房
を
扇
面
画
で
描
い
て
い
る
。

　

若
菜
下
巻
か
ら
鈴
虫
巻
ま
で
が
太
田
聴
雨
。
太
田
聴
雨
（
一
八
九
六
│
一
九
五
八
）
は
内
藤
晴
州
や
前
田
青
邨
に
師
事
、
日
本
画
壇
で
活
躍
。

若
菜
下
巻
で
は
女
三
宮
に
迫
る
柏
木
、
柏
木
巻
で
は
柏
木
の
琴
と
几
帳
、
横
笛
巻
で
は
源
氏
に
す
が
り
つ
く
薫
、
鈴
虫
巻
で
は
源
氏
と
女
三
宮
が

贈
答
し
た
八
月
十
五
夜
の
風
景
を
描
く
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
他
に
聴
雨
が
描
い
た
源
氏
絵
が
《
葵
上
》
で
あ
る
。
昭
和
六
年
制
作
、
五
島
美
術
館

所
蔵（

（（
（

。
葵
巻
に
お
け
る
車
争
い
を
俯
瞰
的
に
描
い
て
い
る
。

　

夕
霧
巻
か
ら
匂
宮
巻
ま
で
が
中
村
貞
以
。
中
村
貞
以
（
一
九
〇
〇
│
一
九
八
二
）
は
二
世
長
谷
川
貞
信
や
北
野
恒
富
に
師
事
、
昭
和
四
七
年
勲

四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章
。
夕
霧
巻
で
は
、
御
息
所
が
亡
く
な
り
悲
し
む
夕
霧
を
描
く
。
御
法
巻
で
は
、
僧
と
顔
を
覆
う
女
性
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
紫
上
の
法
華
経
千
部
の
供
養
も
し
く
は
紫
上
の
葬
儀
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
幻
巻
で
は
中
将
の
君
ら
し
き
人
物
と
菊
の
花
、
匂
宮
巻
で
は

庭
の
草
木
を
眺
め
る
匂
宮
を
描
く
。
四
枚
と
も
一
人
の
人
物
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。

　

紅
梅
巻
か
ら
椎
本
巻
ま
で
が
山
本
丘
人
。
山
本
丘
人
（
一
九
〇
〇
│
一
九
八
六
）
は
、
松
岡
映
丘
に
師
事
、
昭
和
五
二
年
に
は
文
化
勲
章
を
受

章
。
紅
梅
巻
で
は
按
察
使
大
納
言
が
枝
を
折
ら
せ
た
紅
梅
、
竹
河
巻
で
は
玉
鬘
の
姫
君
た
ち
が
碁
の
賭
物
に
し
た
し
だ
れ
桜
、
橋
姫
巻
で
は
山
や

岩
を
描
き
、
宇
治
の
全
景
を
表
現
。
椎
本
巻
で
も
、
八
宮
が
こ
も
る
宇
治
の
山
の
風
景
を
描
く
。
四
枚
と
も
、
木
々
や
風
景
の
み
を
描
い
て
お
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り
、
風
景
画
を
多
く
手
掛
け
た
丘
人
の
特
質
が
表
れ
て
い
る
。

　

総
角
巻
か
ら
東
屋
巻
ま
で
が
橋
本
明
治
。
橋
本
明
治
（
一
九
〇
四
│
一
九
九
一
）
は
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
で
学
び
、
昭
和
二
三
年
に
は
創

造
美
術
結
成
に
関
与
。
総
角
巻
で
は
戸
口
の
前
で
扇
を
鳴
ら
す
匂
宮
、
早
蕨
巻
で
は
贈
り
物
の
蕨
、
宿
木
巻
で
は
藤
の
花
の
宴
を
表
現
し
た
藤
と

浮
舟
を
訪
ね
る
薫
の
車
を
描
く
。
東
屋
巻
で
は
、
浮
舟
と
桔
梗
の
花
を
描
い
て
い
る
が
、
桔
梗
の
花
は
、
手
習
巻
に
お
け
る
浮
舟
の
住
む
庵
室
の

描
写
か
ら
発
想
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宿
木
巻
と
東
屋
巻
で
は
、
異
な
る
場
面
か
ら
モ
チ
ー
フ
を
取
り
出
し
、
合
わ
せ
て
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
巻
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
前
半
二
枚
は
景
物
に
よ
っ
て
具
体
的
な
一
つ
の
場
面
を
表
し
、
後
半
二
枚
は
異
な
る
二
つ
の
場
面
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　

浮
舟
巻
か
ら
夢
浮
橋
巻
ま
で
が
前
田
青
邨
。
前
田
青
邨
（
一
八
八
五
│
一
九
七
七
）
は
梶
田
半
古
や
小
林
古
径
に
指
導
を
受
け
、
昭
和
三
〇
年

に
文
化
勲
章
を
受
章
。
浮
舟
巻
で
は
、
匂
宮
と
浮
舟
が
宇
治
川
へ
出
る
場
面
、
蜻
蛉
巻
で
は
草
花
と
蜻
蛉
、
手
習
巻
で
は
入
水
す
る
浮
舟
を
描

く
。
入
水
の
場
面
は
本
文
に
は
な
い
が
、
梶
田
半
古
や
新
井
勝
利
が
描
い
た
図
と
類
似
し
て
い
る
。
夢
浮
橋
巻
で
は
浮
舟
の
こ
も
る
比
叡
山
の
風

景
。
人
物
画
と
風
景
画
を
二
枚
ず
つ
描
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
、『
潤
一
郎
新
々
訳
源
氏
物
語
』
彩
色
豪
華
版
に
お
い
て
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
菊
池
契
月
の
代
わ
り
に
蛍
巻
か
ら
野
分
巻
を
担

当
し
た
の
が
上
村
松
篁
で
あ
る
。
上
村
松
篁
（
一
九
〇
二
│
二
〇
〇
一
）
は
上
村
松
園
の
嗣
子
で
、
西
山
翠
嶂
に
師
事
、
昭
和
五
九
年
に
文
化
勲

章
を
受
章
。
蛍
巻
で
は
蛍
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
玉
鬘
、
常
夏
巻
で
は
撫
子
の
花
、
篝
火
巻
で
は
篝
火
と
源
氏
、
野
分
巻
で
は
風
に
揺
れ
る
草
花
を

描
く
。
こ
れ
ら
の
四
図
は
全
て
菊
池
契
月
と
同
じ
場
面
で
あ
り
、
モ
チ
ー
フ
も
同
じ
で
あ
る
。
松
篁
は
、
あ
え
て
契
月
の
源
氏
絵
を
自
分
な
り
に

表
現
し
直
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
潤
一
郎
新
々
訳
源
氏
物
語
』
彩
色
豪
華
版
に
お
い
て
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
太
田
聴
雨
の
代
わ
り
に
若
菜
下
巻
か
ら
鈴
虫
巻
を
担
当
し

た
の
が
堅
山
南
風
で
あ
る
。
堅
山
南
風
（
一
八
八
七
│
一
九
八
〇
）
は
、
高
橋
広
湖
や
横
山
大
観
に
師
事
、
昭
和
四
三
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
。

若
菜
下
巻
で
は
源
氏
と
紫
上
が
贈
答
し
た
蓮
の
花
。
柏
木
巻
で
は
阿
弥
陀
如
来
を
描
き
、
柏
木
の
死
を
イ
メ
ー
ジ
。
横
笛
巻
で
は
月
と
布
に
包
ま

れ
た
横
笛
。
鈴
虫
巻
で
は
薄
を
一
面
に
描
き
、
源
氏
と
女
三
宮
の
贈
答
を
表
現
。
四
枚
と
も
景
物
を
描
く
。
太
田
聴
雨
と
は
全
く
異
な
る
源
氏
絵



─ 105─

で
あ
り
、
動
植
物
を
好
ん
で
描
い
た
南
風
独
自
の
源
氏
絵
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
谷
崎
源
氏
の
挿
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
が
自
ら
の
興
味
や
関
心
に
基
づ
き
場
面
選
択
を
行
い
、
得
意
と
す
る
手
法
に
よ
っ

て
描
い
て
い
る
。
様
々
な
表
現
方
法
で
描
か
れ
た
源
氏
絵
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
画
家
た
ち
が
自
分
の
好
み
に
よ

っ
て
自
由
に
源
氏
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
　
松
岡
映
丘
と
平
山
郁
夫

　

源
氏
絵
を
描
い
た
近
代
画
家
に
松
岡
映
丘
と
い
う
人
物
が
い
る
。
松
岡
映
丘
（
一
八
八
一
│
一
九
三
八
）
は
、
古
絵
巻
に
魅
了
さ
れ
大
和
絵
研

究
に
励
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
舞
台
装
置
の
製
作
や
役
者
へ
の
指
導
も
行
っ
て
お
り
、
坂
東
蓑
助
が
上
演
を
企
画
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
監
修
を
依

頼
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
っ
た
映
丘
は
ど
の
よ
う
な
源
氏
絵
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　
《
宇
治
の
宮
の
姫
君
た
ち
》
は
明
治
四
五
（
大
正
元
）
年
制
作
、
姫
路
市
立
美
術
館
所
蔵
。
右
隻
は
、
橋
姫
巻
に
お
け
る
薫
が
合
奏
す
る
大
君
と

中
君
を
垣
間
見
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
絵
に
関
し
て
は
、
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
橋
姫
巻
や
東
屋
巻
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
一
方
で
左
隻
は
橋
姫
巻
に
適
当
な
場
面
が
な
く
、
ど
の
場
面
を
指
す
の
か
不
明
と
さ
れ
、
須
磨
説
や
早
蕨
説
が
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
《
住
吉
詣
》
は
、
大
正
二
年
制
作
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
。
澪
標
巻
に
お
け
る
、
源
氏
と
明
石
上
の
住
吉
詣
の
場
面
を
描
く
。
映
丘
は

さ
ら
に
も
う
一
つ
《
住
吉
詣　

源
氏
も
の
が
た
り
澪
標
の
巻
》
と
い
う
作
品
を
描
い
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
大
正
一
〇
年
頃
制
作
、
個
人
蔵
。
源
氏

の
住
吉
詣
を
描
い
て
い
る
が
、
車
か
ら
降
り
よ
う
と
す
る
源
氏
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
。

　

映
丘
の
源
氏
絵
の
中
に
は
梶
田
半
古
の
影
響
が
見
ら
れ
る
作
品
も
あ
る
。
そ
れ
が
《
夕
顔　

源
氏
も
の
が
た
り
》
で
あ
る
。
大
正
八
年
頃
制

作
、
個
人
蔵
。
夕
顔
巻
冒
頭
の
女
童
が
扇
に
夕
顔
の
花
を
の
せ
て
運
ぶ
場
面
。
簀
子
を
渡
る
女
童
が
、
屋
内
か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ

の
構
図
は
半
古
の
色
紙
絵
に
見
ら
れ
た
構
図
で
あ
る
。
女
童
の
衣
裳
に
つ
い
て
も
、
半
古
の
作
品
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
映
丘
は
昭
和
初
期
に

も
う
一
つ
《
夕
顔　

源
氏
も
の
が
た
り
》
と
い
う
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
も
惟
光
が
女
童
か
ら
扇
を
受
け
取
る
場
面
を
描
く
が
、
従

来
の
源
氏
絵
同
様
俯
瞰
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
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《
空
蟬
》
は
、
制
作
年
や
所
蔵
者
等
の
詳
細
が
不
明
。
空
蟬
と
軒
端
荻
が
囲
碁
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
源
氏
が
垣
間
見
す
る
場
面
を
描
く
。
源

氏
や
小
君
を
省
き
、
空
蟬
と
軒
端
荻
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
映
丘
の
源
氏
絵
に
は
古
絵
巻
か
ら
の
影
響
が
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、
梶
田
半
古
と
い
っ
た
近
代
画
家
か
ら
の
影
響

も
う
か
が
え
る
。
古
絵
巻
の
世
界
を
、
現
代
の
日
本
画
と
し
て
大
き
な
画
面
に
描
い
た
の
が
映
丘
の
源
氏
絵
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

最
後
に
平
山
郁
夫
を
取
り
上
げ
る
。
平
山
郁
夫
（
一
九
三
〇
│
二
〇
〇
九
）
は
、
仏
伝
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
多
く
描
き
、
朦
朧
と
し
た
表
現
で

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
歴
史
や
古
典
、
文
学
に
取
材
し
た
作
品
は
少
な
く
、
平
山
の
画
業
の
中
で
源
氏
絵
は
異
色
の
存
在
と
言
え
る
。

　

平
山
郁
夫
の
源
氏
絵
は
、『
日
本
の
古
典
四
』（
河
出
書
房
新
社　

一
九
七
一
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
の
古
典
三
』
と
『
日
本
の
古
典

四
』
で
は
、
与
謝
野
晶
子
の
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
が
本
文
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
日
本
の
古
典
三
』
で
は
「
源
氏
物
語
上
」
と
し
て
桐

壺
巻
か
ら
若
菜
上
巻
が
収
録
さ
れ
、
安
田
靫
彦
の
《
帚
木
》《
須
磨
》《
蓬
生
》
が
挿
絵
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
日
本
の
古
典
四
』

で
は
「
源
氏
物
語
下
」
と
し
て
若
菜
下
巻
か
ら
夢
浮
橋
巻
ま
で
が
収
録
さ
れ
、
平
山
郁
夫
の
源
氏
絵
が
四
図
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
安
田
靫
彦
の
源

氏
絵
と
対
を
な
す
よ
う
に
挿
入
さ
れ
た
平
山
郁
夫
の
源
氏
絵
は
ど
の
よ
う
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
簡
単
に
説
明
す
る
。

　

ま
ず
一
図
目
が
、
若
菜
下
巻
に
お
け
る
六
条
院
で
の
女
楽
の
場
面
。
金
地
に
墨
線
で
白
描
風
に
描
い
て
い
る
。
奥
に
和
琴
を
弾
く
紫
上
、
そ
の

手
前
に
琵
琶
を
演
奏
す
る
明
石
上
の
後
ろ
姿
、
そ
の
隣
に
明
石
姫
君
を
描
く
。
二
図
目
が
夕
霧
巻
で
、
小
野
を
訪
れ
た
夕
霧
が
妻
戸
の
も
と
に
出

て
扇
で
夕
日
を
遮
る
場
面
。
赤
地
に
金
泥
を
用
い
た
線
描
画
で
あ
る
。
画
面
の
右
端
に
夕
霧
を
描
き
、
そ
の
眼
前
に
草
花
な
ど
の
庭
の
風
景
を
描

く
。
三
図
目
が
宿
木
巻
で
、
藤
の
花
の
宴
で
帝
と
薫
が
酒
を
く
み
か
わ
す
場
面
。
紺
地
に
金
泥
を
用
い
た
線
描
画
で
あ
る
。
薫
が
帝
か
ら
御
盃
を

頂
く
場
面
を
描
い
て
お
り
、
酒
を
飲
む
薫
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
最
後
の
四
図
目
が
手
習
巻
で
、
阿
闍
梨
と
僧
が
宇
治
院
の
木
の
下
で
浮
舟

を
見
つ
け
る
場
面
。
紺
地
に
金
泥
を
用
い
た
線
描
画
で
、
奥
に
木
の
か
げ
か
ら
身
体
を
の
ぞ
か
せ
る
浮
舟
を
描
き
、
そ
の
手
前
に
阿
闍
梨
と
僧
の

後
ろ
姿
を
描
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
山
郁
夫
の
源
氏
絵
は
墨
や
金
泥
に
よ
る
線
描
画
と
な
っ
て
お
り
、
風
物
や
人
物
の
色
彩
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点

で
、
こ
れ
ま
で
の
源
氏
絵
と
は
雰
囲
気
が
大
い
に
異
な
っ
た
、
平
山
独
自
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
六
人
の
近
代
画
家
の
源
氏
絵
に
つ
い
て
調
査
と
考
察
を
行
っ
た
。
中
澤
弘
光
の
源
氏
絵
は
近
世
と
近
代
の
過
渡
期
と
言
え
る
作
品

で
あ
っ
た
。
挿
絵
の
他
に
、
箱
や
表
紙
、
見
返
し
な
ど
に
も
木
版
刷
り
で
見
ご
た
え
の
あ
る
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
梶
田
半
古
の
源
氏
絵
は
、

絵
葉
書
と
色
紙
絵
と
い
う
、
芸
術
作
品
と
し
て
の
源
氏
絵
で
あ
り
、
新
た
な
表
現
方
法
の
模
索
と
い
っ
た
側
面
が
強
く
見
ら
れ
た
。
半
古
の
源
氏

絵
に
は
近
代
ら
し
い
新
た
な
試
み
が
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
、
新
井
勝
利
が
そ
の
源
氏
絵
に
影
響
を
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
安
田
靫
彦
に
関
し
て

は
、
本
の
挿
絵
と
し
て
の
源
氏
絵
が
展
覧
会
出
品
に
見
合
う
ほ
ど
の
芸
術
作
品
と
な
っ
た
。
靫
彦
の
源
氏
絵
に
は
独
自
の
場
面
選
択
や
表
現
方
法

が
見
ら
れ
た
が
、
靫
彦
以
外
の
画
家
に
つ
い
て
も
、
巻
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
や
景
物
の
み
を
描
く
な
ど
、
個
性
豊
か
な
作
品
と
な
っ
て
い
た
。
松
岡

映
丘
の
源
氏
絵
に
は
古
絵
巻
や
梶
田
半
古
の
影
響
が
見
ら
れ
、
平
山
郁
夫
の
源
氏
絵
は
、
墨
や
金
泥
に
よ
る
線
描
画
と
い
う
独
自
の
表
現
方
法
を

用
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
で
は
表
現
の
自
由
が
広
が
り
、
画
家
た
ち
は
自
ら
の
興
味
関
心
に
よ
っ
て
自
ら
の
個
性
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
源
氏
絵
が
生
ま
れ
、『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
の
味
わ
い
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

注（
1
）	

中
澤
弘
光
と
与
謝
野
夫
妻
や
金
尾
文
淵
堂
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
金
尾
文
淵
堂
を
め
ぐ
る
人
び
と
』（
石
塚
純
一　

新
宿
書
房　

二
〇
〇
五
）
に
詳

し
い
。

（
2
） 

梶
田
半
古
の
『
源
氏
物
語
絵
葉
書
』
は
、『
名
画
で
読
む
源
氏
物
語
：
梶
田
半
古
近
代
日
本
画
の
魅
力
』（
齋
藤
愼
一
・
杉
山
英
昭
・
冨
田
章
編
著　

大

修
館
書
店　

一
九
九
六
）、『
梶
田
半
古
の
世
界
展
』（
そ
ご
う
美
術
館
編　

そ
ご
う
美
術
館　

一
九
九
四
）、『
絵
は
が
き
芸
術
の
愉
し
み
展
：
忘
れ
ら

れ
て
い
た
小
さ
な
絵
』（
そ
ご
う
美
術
館
編　

朝
日
新
聞
社 

一
九
九
二
）
な
ど
に
掲
載
。
作
品
情
報
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
の
図
録
を
参
考
に
し
た
。
以
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降
も
作
品
情
報
は
記
載
し
た
図
録
や
画
集
に
よ
る
。

（
3
） 
冨
田
章
は
「
半
古
芸
術
の
特
質
│
二
つ
の
源
氏
物
語
絵
を
め
ぐ
っ
て
」（
齋
藤
愼
一
・
杉
山
英
昭
・
冨
田
章
編
著
『
名
画
で
読
む
源
氏
物
語
：
梶
田
半

古
近
代
日
本
画
の
魅
力
』
大
修
館
書
店　

一
九
六
六　

一
四
〇
│
一
四
一
頁
）
に
お
い
て
、「
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
日
本
で
は

一
大
絵
葉
書
ブ
ー
ム
が
巻
起
こ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
明
治
三
十
三
年
に
私
製
葉
書
が
認
可
さ
れ
、
誰
で
も
自
由
に
絵
葉
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
で
に
絵
葉
書
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
で
も
盛
ん
に
絵
葉
書
が
作
ら
れ

始
め
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
） 

梶
田
半
古
の
『
源
氏
物
語
図
屛
風
』
は
、『
名
画
で
読
む
源
氏
物
語
：
梶
田
半
古
近
代
日
本
画
の
魅
力
』（
齋
藤
愼
一
・
杉
山
英
昭
・
冨
田
章
編
著　

大

修
館
書
店　

一
九
九
六
）
や
『
源
氏
物
語
の
一
〇
〇
〇
年
：
あ
こ
が
れ
の
王
朝
ロ
マ
ン
：
特
別
展
』（
横
浜
美
術
館
学
芸
教
育
グ
ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編　

横
浜
美
術
館 

二
〇
〇
八
）
な
ど
に
掲
載
。

（
5
） 

新
井
勝
利
の
生
涯
や
半
古
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
半
古
と
楓
湖
』（
添
田
達
嶺　

睦
月
社　

一
九
五
五　

二
三
・
二
四
頁
）
に
記
述
が
あ
る
。

（
6
） 

本
論
文
で
取
り
上
げ
る
安
田
靫
彦
の
源
氏
絵
は
、
谷
崎
源
氏
の
挿
絵
を
除
き
す
べ
て
『
安
田
靫
彦
画
集
』（
安
田
靫
彦　

中
央
公
論
美
術
出
版 

一
九
六

五
）
に
掲
載
。

（
7
） 

松
子
夫
人
は
、
谷
崎
潤
一
郎
『
潤
一
郎
新
々
訳
源
氏
物
語
』
彩
色
豪
華
版
序
文
（
中
央
公
論
社　

一
九
六
六　

五
│
六
頁
）
に
お
い
て
、「
こ
れ
ま
で

の
挿
画
は
白
描
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
各
巻
の
画
伯
に
お
願
い
し
て
彩
色
を
施
し
て
い
た
だ
き
、
上
村
松
篁
、
堅
山
南
風
画
伯
の
新
画
を
加
え
て
一
段

と
華
麗
に
な
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
8
） 

山
口
蓬
春
《
春
秋
遊
宴
》
は
『
山
口
蓬
春
：
新
日
本
画
へ
の
軌
跡
』（
山
口
蓬
春
記
念
館
・
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
編　

山
口
蓬
春
記
念
館　

一
九
九

七
）
に
掲
載
。

（
9
） 

中
村
岳
陵
《
浮
舟
》
は
、『
中
村
岳
陵
展
：
生
誕
百
年
記
念
』（
日
本
経
済
新
聞
社
編　

日
本
経
済
新
聞
社　

一
九
九
〇
）
に
掲
載
。

（
10
） 

菊
池
契
月
《
紫
式
部
図
》
は
、『
菊
池
契
月
展
』（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
編　

京
都
新
聞
社　

一
九
八
二
）
に
掲
載
。

（
11
） 

菊
池
契
月
《
紫
式
部
》
は
、『
菊
池
契
月
展
：
生
誕
１
３
０
年
記
念
』（
富
山
県
水
墨
美
術
館
ほ
か
編　

朝
日
新
聞
社 

二
〇
〇
九
）
に
掲
載
。

（
12
） 

小
倉
遊
亀
《
源
氏
物
語
》
は
、『
小
倉
遊
亀
』（
現
代
日
本
画
全
集
第
四
巻　

小
倉
遊
亀
・
弦
田
平
八
郎　

集
英
社　

一
九
八
一
）
に
掲
載
。

（
13
） 

太
田
聴
雨
《
葵
上
》
は
、『
源
氏
物
語
の
一
〇
〇
〇
年
：
あ
こ
が
れ
の
王
朝
ロ
マ
ン
：
特
別
展
』（
横
浜
美
術
館
学
芸
教
育
グ
ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編　

横
浜
美
術
館　

二
〇
〇
八
）
に
掲
載
。

（
14
） 

本
論
文
で
取
り
上
げ
る
松
岡
映
丘
の
源
氏
絵
は
、《
空
蟬
》
を
除
き
、
全
て
『
松
岡
映
丘
展
：
生
誕
１
３
０
年
』（
姫
路
市
立
美
術
館
・
島
根
県
立
美
術
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館
・
練
馬
区
立
美
術
館
・
神
戸
新
聞
社
編　

神
戸
新
聞
社 

二
〇
一
一
）
に
掲
載
。《
空
蟬
》
の
み
『
常
夏
荘
画
選
』（
松
岡
映
丘　

柏
林
社 

一
九
三
七
）

に
掲
載
。

（
15
） 
森
充
代
「〈
絵
画
〉
と
〈
文
学
〉
が
出
会
う
た
め
に
│
松
岡
映
丘
と
鏑
木
清
方
」（
静
岡
県
立
美
術
館
編
『
物
語
の
あ
る
絵
画
│
日
本
画
と
古
典
文
学
の

出
会
い
』
静
岡
県
立
美
術
館　

二
〇
〇
五　

五
頁
）
に
お
い
て
森
充
代
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
16
） 

須
磨
説
を
と
な
え
た
の
が
森
充
代
で
あ
る
。
森
充
代
は
、『
物
語
の
あ
る
絵
画
│
日
本
画
と
古
典
文
学
の
出
会
い
』（
静
岡
県
立
美
術
館
編　

静
岡
県
立

美
術
館　

二
〇
〇
五　

七
六
頁
）
に
お
い
て
、
須
磨
巻
に
お
け
る
、
源
氏
が
左
大
臣
邸
に
別
れ
の
挨
拶
に
訪
れ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。

一
方
で
早
蕨
説
を
と
な
え
た
の
が
片
桐
弥
生
で
あ
る
。
片
桐
弥
生
は
、「
松
岡
映
丘
筆
「
宇
治
の
宮
の
姫
君
た
ち
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
三
田
村
雅
子
編

『
描
か
れ
た
源
氏
物
語
』
翰
林
書
房　

二
〇
〇
六　

一
九
四
頁
）
に
お
い
て
、
早
蕨
巻
に
お
け
る
、
薫
が
二
条
院
へ
中
君
を
訪
ね
る
場
面
の
可
能
性
も

あ
る
と
し
て
い
る
。


